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問 題 

仏教文化に共通項をもつタイと日本では，自己を中心

とした価値観や自己表現に関する考え方に共通する部分

がある（中尾,2001）。近年はソーシャルメディアの利用

率やサイバーカルチャによる若者たちへの影響といった

文化的要因においても類似点が多い。その一方でタイは，

ジェンダーに関する独自の文化と社会的な背景を持つ国

であり，その影響を受ける自己愛については，これまで

も両国間で性別に差異が認められている（ex;中尾, 2001;

尾崎, 2015)。しかしこれまでの研究で用いられた自己愛

尺度は，いずれも３因子構造の自己愛人格目録短縮版（小

塩, 1998）であり，多様な自己愛人格の側面を測定する

ためには，より多くの項目から構成されている自己愛尺

度による測定が必要である。以上の観点から多様な因子

を含み，自己愛人格傾向の構造を多角的に捉えることが

可能とされる Raskin & Terry (1988) の NPI 翻訳版 

(NPI-35；,小西ら,2006)により，両国の若者の自己愛傾向

の差異について検討する。 

方 法 

調査対象者：大学生689名（タイ(男83女307) ，日

本(男 118 女 161)その他 20）。平均年齢 19.8 歳(18～26

歳)(SD1.26)。調査項目：「自己愛人格傾向尺度」5因子35

項目5件法(小西・大川・橋本, 2006)。タイ語の質問はネ

イティブ・レベルにタイ語を活用できる日本人大学院生

がタイ語に翻訳し，日本語がわかるタイ人教員が質問の

等価性を確認した。調査方法：Google Forms に質問票

を作成，回答。調査：2022年7月～2023年1月。 

結 果 

 「注目欲求」「誇大感」「主導性」「身体賞賛」「自己確

認」の因子別に国×性の 2 要因分散分析を行った結果，

「注目欲求」に性の主効果があり(F(1,638)=6.835, 

p<.01) ，男性が女性より注目欲求が高かった。 

 「誇大感」は国の主効果(F(1,641)=7.740, p<.01)，性の

主 効 果 (F(1,641)=43.748, p<.001) ， 交 互 作 用

(F(1,641)=8.963, p<.01)があり，タイに性差はなく，日本

の男女の中間の高さであった。日本は男性が女性より誇

大感が高かった。 

 「主導性」は性の主効果(F(1,643)=17.172, p<.001)，交

互作用(F(1,643)=3.929, p<.05)があり，タイに性差はな

く，日本の男女の中間の高さであった。日本は女性が男

性より主導性が低かった。 

「身体賞賛」は国の主効果(F(1,652)=25.484, p<.001)，

性の主効果 (F(1,652)=5.261, p<.05) ，交互作用

(F(1,652)=12.401, p<.001)があり，タイは女性が男性よ

り身体賞賛が低かった。日本に性差はないが，タイの男

性より高かった。 

 「自己確信」は国の主効果(F(1,653)=63.677, p<.001)， 

性の主効果(F(1,653)=7.114, p<.01)があり，タイが日本よ

り，また男性が女性より自己確信が高かった。 

考 察 

近年，ジェンダー多様性への受容度が高まり，多様な

性自認や性指向を受け入れる傾向があると指摘されるタ

イの若者との比較において，本邦の若者の潜在的なジェ

ンダートラッキングの所在が示唆された。 
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